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「新地地下道」完成に伴い６月18日、開通式が
行われました。左から、加藤町長、鈴木町議会議
長、前澤萌子さん（新地小６年）、高木相双建設
事務所長、田澤磐城国道事務所長。
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新
地
町
商
工
会
で
は
、
10
月
か

ら
運
行
す
る（
仮
称
）新
地
町
ま
ち

タ
ク
シ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

３
人

パ
ソ
コ
ン
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
（
タ
ク
シ
ー
運
行
管
理
）

新
地
町
在
住
で
高

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
簡
単
な
文

書
作
成
や
メ
ー
ル
が
で
き
る
程
度
）

が
で
き
る
方
。

履
歴
書
を
直
接
又

は
郵
送
に
よ
り
、平
成
16
年
７
月
30

日

必
着
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
審
査
、
面
接

試
験

応
募
さ
れ
た
方
に

追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

時
給
７
０
０
円

採
用
日（
平
成
16

年
９
月
中
旬
）か
ら
平
成
17
年
３
月

31
日（
年
次
契
約
・
再
契
約
有
り
）。

採
用
後
に
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
電
話
応
対
等
の
研
修
を
行

い
ま
す
。

新
地
町
商
工
会（

２
４
４
２
）

〒
９
７
９-

２
７
０
２

新
地
町
谷
地
小
屋
字
萩
崎
40

（
仮
称
）新
地
町
ま
ち
タ
ク
シ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

「
利
用
登
録
票
」に
登
録
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
今
月
号

の
広
報
と
一
緒
に
各
世
帯
に
配

付
）
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
各

班
長
さ
ん
を
通
し
て
各
行
政
区
長

さ
ん
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

（
仮
称
）新
地
町
ま
ち
タ
ク
シ
ー

は
、
電
話
予
約
に
よ
る
戸
口
か
ら

戸
口
ま
で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
で
す

の
で
、
事
前
に
利
用
登
録
票
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
と
、
利
用
時
に

円
滑
な
配
車
等
が
で
き
ず
に
皆
さ

ん
に
ご
不
便
を
か
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
裏
面
は
「
愛
称
」
の
応

募
用
紙
に
な
っ
て
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
素
敵
な
名
前
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
募
集
期
限

は
７
月
23
日

ま
で
で
、
採
用
者

の
中
か
ら
抽
選
で
１
名
の
方
に
賞

金
２
万
円
を
お
贈
り
し
ま
す
。

新
地
町
商
工
会（

２
４
４
２
）



▼
４
保
育
所
を
、
バ
ス
を
出
し
て

２
ヵ
所
位
に
出
来
な
い
か
。
私
の

子
供
の
こ
ろ
は
朝
早
く
か
ら
夕
方

ま
で
２
交
代
ぐ
ら
い
で
見
て
い
た

だ
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

（
55
歳
・
女
性
）

▼
休
み
の
日
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
朝

８
時
か
ら
で
す
が
も
う
少
し
早
く

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
も

大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
早
番
、

遅
番
等
交
代
で
や
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
で
す
か
。

（
30
代
・
女
性
）

▼
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

（
59
歳
・
男
性
）

▼
昼
の
チ
ャ
イ
ム
も
っ
と
短
く
し

て
。

（
59
歳
・
女
性
）

▼
海
浜
公
園
は
今
の
と
こ
ろ
、

車
の
ト
イ
レ
休
憩
所
と
な
っ
て
い

▼
街
灯
を
増
や
し
て
。新
地
駅
〜

観
海
堂
〜
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺

が
夕
方
心
配
。

（
77
歳
・
女
性
）

▼
駒
ヶ
嶺
駅
か
ら
６
号
線
の
間

の
街
灯
が
ほ
し
い
。商
店
が
並
ん

で
い
る
と
こ
ろ
よ
り
も
家
が
少
な

い
所
の
方
が
心
配
。夜
遅
く
帰
る

人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。事
件
が

あ
っ
て
か
ら
は
遅
い
で
す
。

（
53
歳
・
女
性
）

▼
釣
師
浜
（
１
丁
田
）
道
路
は

車
が
多
く
老
人
や
学
童
が
安
心

し
て
歩
け
な
い
。
白
線
で
も
引
け

な
い
か
。

（
90
歳
・
女
性
）

▼
高
田
か
ら
６
号
線
に
行
く
道

は
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多
く
て

危
な
い
の
で
歩
道
を
つ
け
て
。
通

学
路
で
は
な
い
で
す
が
お
願
い
し

ま
す
。

（
30
代
・
女
性
）

▼
過
去
に
、
奨
学
金
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
住
民
で
す
。
今
年

の
10
月
か
ら
返
済
に
は
い
る
の
で

す
が
、
振
込
通
帳
を
Ｊ
Ａ
と
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
県
外
に
就
職
し

て
い
る
者
か
ら
す
る
と
大
変
不
便

で
、
そ
の
上
、
手
数
料
が
１
回
つ

き
２
７
０
円
も
か
か
る
の
で
、
県

外
の
場
合
は
郵
便
局
と
か
借
入
し

て
い
る
と
き
に
利
用
し
て
い
た
。

口
座
引
落
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
が
希
望
す
る
す
べ
て
の
金
融
機

関
と
新
地
町
が
公
金
収
納
の
契
約

を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
郵

便
振
替
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

外
に
も
多
く
の
声
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
ご
紹
介
出

来
な
か
っ
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て

も
出
来
る
限
り
改
善
・
検
討
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

ま
す
が
、
何
か
別
の
利
用
方
法

は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
74
歳
・
男
性
）

都
内
の
銀
行
を
使
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
52
歳
・
女
性
）

▼
朝
６
時
の
チ
ャ
イ
ム
が
中
止
に
な

っ
た
の
は
な
ぜ
？
。（
60
歳
・
女
性
）



検
査
、
体
力
検
査

申
込
用
紙
は
、
相
馬
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
相
馬
市

役
所
４
階
）、
相
馬
地
方
広
域
消

防
本
部
（
原
町
市
）、
相
馬
、
原

町
両
消
防
署
、
小
高
、
鹿
島
、
新

地
、
飯
舘
の
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請

求
さ
れ
る
方
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
長
形
３
号
）
を
必
ず
同
封
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
総
務
課
（

０
２
１
１
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
17
年
４
月
採
用
予
定

の
職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
・
若
干
名

７
月
12
日

〜
８
月
13
日

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

９
月
19
日

相
馬
市
民
会
館
会
議
室

（
相
馬
市
役
所
向
か
い
）

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

11
月
中
旬
予
定

作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
身
体

１
３
４

中旬
11

16
17
18
〃
19

〃

右田浜キャンプ場開き（鹿島町）
七夕コンサート（小高町浮舟文化会館）
第１０回スリーオンスリーバスケット大会

（スポーツアリーナそうま）
右田浜海開き（鹿島町）
野馬追の里はらまち綱引き大会（原町市スポーツセンター）

尾浜海水浴場海開き（相馬市）
おひさまといっしょに（原町市スポーツセンター）
相馬地方伝統芸能披露（道の駅そうま体験実習館）
鹿島町杯サーフィン大会（鹿島町内）
演劇フェスティバルこまつ座公演「父と暮らせば」

（原町市民文化会館）
村上海岸海開き（小高町）

22
〃
〃
23
〃
〃
〃
24
〃
25
30

〃
〃

相馬野馬追宵祭（相馬市　馬陵公園）
墓前祭（小高町　同慶寺）
相馬野馬追北郷本陣前夜祭（鹿島町内）
相馬野馬追出陣式（相馬中村神社）
出陣・宵乗り行列（小高神社・町内）
北郷本陣祭り（鹿島町内）
相馬盆踊りパレード（原町市　旭公園）
相馬野馬追本祭（原町市　雲雀ヶ原祭場地）
帰り馬行列、火の祭（小高町内）
野馬懸（小高神社）
およごもり（相馬市　八坂神社）

いいべした港まつり（～８/１）（相馬港周辺）
第２２回いいたて夏まつり「までいライフinあいの沢」

（飯舘村　あいの沢）

〃
〃

６
８

12
〃

サマーフェスタはらまち（原町市北泉海浜公園）
夏休み特別企画展「昔の道具と今の道具」

（～8/30）（原町市立博物館）
七夕まつり（～8/8）（相馬市　田町通り）
平成16年度原町市芸術文化振興事業（わがまちシリーズ）
「語りと演劇」－天と地に生きる－（原町市民文化会館）

大瓜市（相馬市　宇多川町通り）

14

〃
15
16

〃
22予定

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
（原町市スポーツセンター）

市民盆踊り大会（原町市　旭公園）
サマーフェスティバル（小高小学校校庭）
相馬盆踊り大会（相馬市内）

かしまの夏まつり（鹿島町内）
相馬地方伝統芸能披露（道の駅そうま体験実習館）

２
17
19予定
23

南こうせつコンサート（原町市民文化会館）
いもずいも（～9/18）（相馬市　涼ヶ岡八幡神社）
相馬地方伝統芸能披露（道の駅そうま体験実習館）
相馬宇多郷神楽舞（相馬市　雷神社）

23

26

〃

日本スポーツマスターズ２００４福島県大会（綱引き競技）
(原町市スポーツセンター)

第１９回相馬市芸能大会（相馬市民会館）

まつたけ祭りといも煮会（～11/下旬）
（ハートランドはらまち）

上旬
〃
３

〃
〃
〃
９
〃
10

鮭まつり（～11/上旬）（原町市　新田川鮭川橋付近）
大悲山月明かりコンサート（小高町　大悲山薬師堂）
第１０回松川浦大橋ふれあいマラソン大会

（ポートセンターそうま周辺）
秋まつり（～10/4）（相馬神社境内）
御神楽大会（相馬神社神楽殿）
相馬野馬追振興秋季競馬大会（原町市　馬事公苑）
魚まつり（相馬双葉漁協原釜支所）
企画展「原町の動物（仮）」（～12/5）（原町市立博物館）
海の味まつり・サケ（相馬市　水産物直売センター）

13

17予定
23
24
30
〃
〃
31

第３９回全日本サーフィン選手権大会（～10/16）
（原町市　北泉海浜公園）

相馬地方伝統芸能披露（道の駅そうま体験実習館）
相馬民謡大会（～10/24）（相馬市民会館）
万葉の里かしま海のサケまつり（鹿島町内）
市民まつり（～10/31）（スポーツアリーナそうま）
小高中学校文化祭（～10/31）（小高中学校）
いいたて秋まつり（～10/31）（飯舘村内）
野馬追の里健康マラソン原町大会（原町市陸上競技場）

平
成
14
年
度
か
ら
国
土
交
通
省

が
建
設
を
進
め
て
き
た
、
新
地
町

役
場
前
の
国
道
６
号
を
横
断
す
る

「
新
地
地
下
道
」
が
完
成
し
、
６
月

18
日
に
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が

出
席
し
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、田
澤
磐
城
国
道
事
務
所

長
、加
藤
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、黒

川
磐
城
国
道
事
務
所
副
所
長
が
工

事
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
新
地
地
下
道
」
を
命
名

し
た
山
木
雄
介
君
（
新
地
小
６

年
）、
菅
野
克
己
君
（
同
校
６
年
）

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
銘
板
筆
耕

国
土
利
用
計
画
法
に
定
め
る
、

一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
引
（
売

買
や
交
換
、
地
上
権
・
賃
借
権
の

設
定
な
ど
）
を
行
う
場
合
は
、
市

町
村
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
は
町
で
受
け
付
け
、
県

で
利
用
目
的
を
審
査
し
て
妥
当
性

を
判
断
し
ま
す
。
届
け
出
を
し
な

い
で
取
引
を
し
た
場
合
は
、
国
土

利
用
計
画
法
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
街
化
区
域
以
外
の

都
市
計
画
区
域
　
５
千
㎡
以
上

契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内

役
場
企
画
振
興
課

（

２
１
１
２
）

地価公示法に基づき、国土交通省では地価調査を
毎年行っています。
国の地価公示価格は、県の基準地価格とともに、
土地を取引するときに参考になりますのでご利用く
ださい。
【国の公示地価格　平成16年１月１日現在】

【県の基準地価格　平成15年７月１日現在】

種別

住宅

所　在　地

小川字長谷地35番５外

駒ヶ嶺字塔場20番21

1 当たりの価格

19,700円

12,100円

種別

住宅

所　在　地
谷地小屋字背中振10番11
福田字広畑18番２
小川字向山6番1外
駒ヶ嶺字町23番1
谷地小屋字新地91番

1 当たりの価格
22,800円
12,000円
23,400円
21,300円
26,800円

者
の
杉
目
晴
美
（
同
校
６
年
）
さ

ん
と
横
尾
冨
男
さ
ん
（
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
）
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
尚
英
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
地
下
道

東
入
口
に
お
い
て
、
除
幕
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
、
通
り

初
め
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
高
齢
者
や
障
害
者
に

は
不
便
だ
っ
た
歩
道
橋
か
ら
、
地

下
道
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ど

な
た
で
も
安
心
し
て
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
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「
第
９
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
６
月
11
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
町
民
約
80
人
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
個
人
戦
で
行
わ
れ
、
全
９
ホ
ー

ル
を
８
組
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
し
、
11
人

が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
記
録
す
る
な
ど
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
康
増
進
と
体
力
づ
く
り
の
た
め

に
「
第
８
回
し
ん
ち
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
が
６

月
13
日
、
家
族
連
れ
や
小
学
生
グ
ル

ー
プ
な
ど
22
チ
ー
ム
約
90
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
総
合
公
園

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
約
５
・
４
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、参
加
者
は
途

中
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
問
題
を
解

き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

新地高等学校の２年生80人と小川地区の有志30人は６月
22日、町が推進している花いっぱい運動の一環として小川地
区の国道６号線沿いの緑地帯にマリーゴールドとサルビア３
千本を植栽しました。
生徒らは、あらかじめ仮植しておいたフラワーポットから

１本ずつ取り出して丁寧に植え付けていました。

第
20
回
町
消
防
団
消
防
操
法
競
技
大
会
が
６

月
13
日
、
農
協
低
温
倉
庫
前
で
行
わ
れ
参
加
し

た
団
員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま

し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
は
、
８
月
８
日

に
当
町
で
開
催

さ
れ
る
相
馬
地
方
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第
３
分
団
第
８
部
（
草
刈
文
大
、
佐
藤
清
人
、

鈴
木
健
志
、鈴
木
秀
継
、齋
藤
敬
一
、佐
藤
一
美
）

第
３
分
団
第
10
部
（
荒
正
之
、
目
黒
憲
司
、
荒

利
之
、
門
馬
克
幸
、
加
藤
智
英
）

駒
ヶ
嶺
地
区
老
人
と
婦
人
の
交

流
会
が
６
月
13
日
駒
ヶ
嶺
公
民
館

で
、
福
田
地
区
世
代
間
交
流
会
が

６
月
26
日
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
老
人
会
と
婦
人
会
の

皆
さ
ん
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
た
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新地高等学校２年生74名は６月24日、同校体育館で普通
救命救急講習会を受講しました。
生徒たちは、消防新地分署の救急隊員と救急ボランティア

「相馬フレンズ」会員の指導で倒れた人の発見から心臓マッ
サージまでの一連の流れを人形を使って一人ずつ学びました。
また、小川地区でも13名が６月27日、同様に講習会を受講
し、応急処置や救急時の対応について学びました。

町では、各種スポーツ大会出場の選手やチームに激励金を
贈りました。
（敬称略①種目②大会名）
▼鈴木舞子（藤崎）①柔道②都道府県対抗第20回全日本女
子柔道大会▼寺島達人（小高工業高校３年）①柔道②東北
高等学校柔道大会▼平舟しおり（相馬東高校３年）①柔道
②同上▼阿部みき（相馬東高校３年）①柔道②同上▼鈴木
優子（相馬東高校２年）①柔道②同上▼目黒文和（相馬高
校２年）①バレーボール②東北高等学校バレーボール大会▼
森明彦（相馬高校２年）①バレーボール②同上▼荒ゆきえ
（相馬東高校３年）①バレーボール②同上▼西谷智美（相馬
東高校３年）①バレーボール②同上▼尚英ガッツＪＶＣ①バ
レーボール②第24回全日本バレーボール小学生福島県大会



・
西
洋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
生
活

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ヴ
ェ
チ
ェ
ッ
リ
オ

訳：

加
藤
な
お
み

新
地
町
出
身
の
加
藤
な
お
み
さ

ん
が
翻
訳
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時

代
の
世
界
の
服
装
の
本
。
貴
族
・

僧
侶
・
農
民
・
商
人
な
ど
様
々
な

国
と
階
層
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
生

活
を
網
羅
。

・
ぼ
く
の
戦
争
　
　
秋
山
勝
彦

・
と
う
ふ
の
絵
本

・
し
ょ
う
た
と
な
っ
と
う

・
ド
ラ
え
も
ん
の
じ
ょ
う
ず
に
話

せ
、
発
表
で
き
る

・
ア
ツ
イ
ぜ
！
消
防
官

・
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
そ
ら
を
と
ぶ

・
ぼ
く
の
は
さ
み

・
Ｓ
ｈ
ｈ
　
　
　
　
　
鈴
木
雅
之

・
一
人
ぼ
っ
ち

安
倍
な
つ
み

・
爆
笑
マ
ン
ザ
イ
特
撰
集

今
日
一
日
、
ど
の
よ
う
な
気

持
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
か
？

楽
し
い
、
悲
し
い
、
イ
ラ
イ

ラ
す
る
、
腹
が
立
っ
た
・
・
・
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
感
情
は
、

脳
の
中
枢
に
あ
る
視
床
下
部
と

い
う
と
こ
ろ
に
指
令
が
伝
わ
り

ま
す
。
脳
が
「
不
快
だ
な
」
と

感
じ
る
と
、
自
律
神
経
の
な
か

の
交
感
神
経
と
い
う
、
心
身
を

緊
張
状
態
に
導
く
脳
内
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
、
疲
れ
や
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
り
、
老
化
や
病
気

を
促
進
し
ま
す
。
反
対
に
「
気

持
ち
い
い
」
と
感
じ
る
と
、
自

律
神
経
の
な
か
の
副
交
感
神
経

と
い
う
、
心
身
を
快
適
な
状
態

に
し
て
く
れ
る
脳
内
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
、
疲
労
回
復
が
高

ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
脳
の
働

き
に
よ
っ
て
心
身
は
つ
く
ら
れ

て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

心
も
体
も
ち
ゃ
ん
と
元
気
に

し
て
あ
げ
る
に
は
、
脳
に
心
地

よ
い
刺
激
を
た
っ
ぷ
り
送
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

・
新
基
本
レ
ッ
ス
ン
卓
球

自
己
診
断
カ
ル
テ
で
レ
ベ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
し
た
上
で
、
基
本
的
な

技
術
編
と
実
戦
的
な
応
用
編
に
区

分
し
て
説
明
。
単
に
技
の
紹
介
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ

て
試
合
に
生
か
す
か
に
つ
い
て
も

触
れ
る
。

先
月
号
に
引
き
続
き
、「
浜
遊

び
を
通
し
て
土
踏
ま
ず
の
形
成
を

図
り
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
の
活
動
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
ト
リ
ア
ン
グ
ル

俵
万
智

・
上
海
迷
宮
　
　
　
　
内
田
康
夫

・
人
は
50
代
60
代
に
何
を
な
す
べ

き
か

・
仙
台
方
言
あ
そ
び

・
心
が
痛
い

・
蚊
ウ
イ
ル
ス
の
運
び
屋

・
迷
惑
メ
ー
ル
撃
退
法

Hello everyone!  I can’t believe that it is 
summer already.  Now, everyday reminds me of

when I first came here to Shinchi about one year ago.  The growing rice
fields, the sound of frogs at night, and the heat!  It has been an interesting year for
me, and I feel that I have learned a lot about Japan (although there is still so much
more I need to learn).  I remember when I first arrived here last year.  Everything was
very overwhelming. Because I didn’t know one word of Japanese, except for
“Hajimemashite”, simple things, like shopping at the supermarket, were very diffi-
cult for me.  Even though my Japanese language ability is still very, very bad, I feel
much more comfortable when I buy groceries these days.  And everything I buy is not quite as scary as it
was last year.  I have even learned to love natto and umeboshi.
So, last month I was very busy. I went to Tokyo three times.  Once, to visit my Uncle, who was here in Japan
on business, another time with my mom, and last weekend I went to Mt. Fuji with some friends and then to the
Re-contracting Conference for those on my program who decided to stay for a second year.  Last weekend, we
wanted to hike to the top of Mt. Fuji, but when we got to the Fifth Station everyone told us “abunai, abunai!!.
The weather looked very nice, but it was about 2 weeks before the hiking season started there, so we decided
not to try to go all the way to the summit.  Instead, we only hiked around for a couple of hours, and then went
to the Fuji-kyu Highland Amusement Park in the afternoon.  It was really fun because we had such a great view
of the mountain on most of the rides, especially at the top of Fujiyama.  It was a shame, because the weather
actually was very nice, but we didn’t know that at the time.  I would love to go back and hike it sometime either
this year or next.
I will be going home for summer vacation to visit my friends and family, so I am very excited about my trip.
There are many people who I have not seen for a very long time.  I will be going to both Los Angeles and
Sacramento as well as up to Lake Tahoe (about 2 hours east of Sacramento) to go camping and hiking with
friends.  When I come back, I know that the semi will be waiting for me, just as “urusai”as they were last
year..
That’s all for now.  Until next month…I will see you around town. Mata!

（和訳は14ページ）

・
ね
が
い
ぼ
し
か
な
え
ぼ
し

内
田
麟
太
郎

明
日
は
七
夕
で
す
。「
う
み
く
ん

に
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」

た
ん
ざ
く
に
願
い
を
こ
め
て
、
し

ほ
ち
ゃ
ん
は
星
空
を
見
上
げ
ま
し

た
。
明
日
、
天
の
川
で
も
織
り
姫

と
彦
星
は
会
え
る
で
し
ょ
う
か
。

砂
浜
を
裸
足
で
歩
く
こ
と
に
よ

り
、
扁
平
足
を
改
善
し
体
力
を
つ

け
さ
せ
る
た
め
、
４
・
５
歳
児
を

対
象
に
砂
浜
散
歩
を
行
い
、
つ
ま

先
歩
き
、
か
か
と
歩
き
、
後
ろ
歩

血
行
を
促
し
、
体
の
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
る
の
で
、
心
も
ゆ
っ
た
り

と
し
て
き
ま
す
。

人
は
語
り
合
う
だ
け
で
心
が
す

ご
く
軽
く
な
る
も
の
で
す
。

時
に
は
一
人
に
な
っ
て
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。朝

の
５
分
、就
寝
前
の
５
分
、

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。ふ
だ
ん
使
っ
て

な
い
筋
肉
を
刺
激
す
る
と
、心
と

体
の
両
方
の
コ
リ
が
ほ
ぐ
れ
ま

す
。よ

く
笑
い
、笑
顔
で
過
ご
す
と
、

脳
か
ら
の
心
身
を
快
適
に
す
る
ホ

ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
気
持
ち
を

お
お
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

脳
の
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す
栄
養

を
、
日
々
の
生
活
の
中
に
た
く
さ

ん
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

き
、
波
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど
歩
き
方

を
工
夫
し
て
歩
き
ま
し
た
。
雨
の

時
や
冬
期
間
は
、
テ
ラ
ス
に
作
っ

た
砂
場
歩
き
、
裸
足
で
廊
下
の
乾

拭
き
、
縄
跳
び
な
ど
の
全
身
運
動

を
取
り
入
れ
、
四
肢
の
発
達
・
足

指
で
の
け
り
・
意
欲
・
持
久
力
な

ど
を
つ
け
ま
し
た
。

初
め
は
、「
足
の
裏
が
痛
い
」

「
く
す
ぐ
っ
た
い
」「
歩
き
に
く
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

慣
れ
る
に
従
っ
て
足
腰
が
鍛
え
ら

れ
体
力
が
つ
い
て
き
た
よ
う
で
、

３
月
の
小
学
校
訪
問
で
は
、
往
復

１
時
間
の
道
の
り
を
元
気
に
歩
き

通
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
５
歳
児
の
土
踏
ま
ず
の

形
成
率
は
、
６
月
が
15
％
だ
っ
た

の
に
対
し
翌
年
３
月
に
は
69
％
に
、

４
歳
児
で
は
６
月
が
50
％
に
対

し
、
翌
年
３
月
に
は
81
％
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。
町
内
の
他
保
育
所

と
比
較
し
て
も
形
成
率
が
高
く
、

左
足
よ
り
右
足
の
形
成
率
が
良
い

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
乾
い
た
砂
と
ぬ
れ
た

砂
の
歩
き
方
の
違
い
や
、
波
の
立

ち
具
合
に
よ
り
貝
殻
の
量
が
違
う

こ
と
、
波
に
で
き
る
大
小
様
々
な

虹
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
自
然

の
不
思
議
さ
、
美
し
さ
、
厳
し
さ

な
ど
に
驚
い
た
り
、
感
動
し
た
り

し
た
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
継
続
し
て
砂
浜
散
歩

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
研
究
内
容
は
、
６
月
の
県

保
育
研
究
大
会
で
発
表
・
選
出
さ

れ
、
７
月
に
松
島
で
行
わ
れ
る
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究

大
会
で
発
表
し
ま
す
。

＝
砂
浜
散
歩
で
の
会
話
＝

Ｔ
「
今
日
は
、
貝
殻
が
見
つ
か
ら

な
い
ね
。」

Ｋ
「
波
が
盗
ん
だ
ん
だ
よ
。」

Ｇ
「
ド
ロ
ボ
ー
だ
な
ァ
ー
」

・
・
・
で
す
っ
て
！

14日 浜保育所
駒ヶ嶺保育所

15日 新地保育所
福田保育所

５日 新地保育所
６日 浜保育所
７日 駒ヶ嶺保育所
８日 福田保育所
９日 駒ヶ嶺保育所

16日 福田保育所
20日 新地保育所

浜保育所
駒ヶ嶺保育所

30日 各保育所
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ふ
れあ
いと創造のまち

４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
制

度
が
拡
充
さ
れ
、
支
給
対
象
が
小

学
校
就
学
前
か
ら
小
学
校
３
学
年

修
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
６
月
以
降
も
継
続
し
て

児
童
手
当
等
を
受
け
る
に
は
、
６

月
上
旬
に
送
付
し
た
現
況
届
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

小
学
校
を
通
し
て
配
付
し
た
申

請
書
類
を
、
７
月
16
日

ま
で
健

康
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
が
申

請
先
と
な
り
ま
す
の
で
勤
務
先
で

申
請
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

町
史
跡
保
存
連
絡
協
議
会
で

は
、今
年
度
よ
り
年
３
回
、町
内
の

史
跡
・
文
化
財
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
広
く
町
内
外
の
皆

さ
ま
に
ご
案
内
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
史
跡
案
内
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
25
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

町
図
書
館
視
聴
覚
室

福
島
県
史
学
会
会
員

新
地
町
郷
土
史
研
究
会
副
会
長

目
黒
美
津
英
　
氏

「
新
地
町
内
の
史
跡
　
―
全
体
を

な
お
、
９
月
30
日

ま
で
提
出

が
あ
っ
た
も
の
に
限
り
４
月
１
日

（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】
認
定
請
求
書

【
添
付
書
類
】
次
の
①
〜
③
の
う

ち
該
当
す
る
も
の
全
て

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
写
し
等

請
求
者
が
厚
生
年
金
加
入
者
等

の
場
合
は
添
付
。
国
民
年
金
加
入

者
の
場
合
は
添
付
不
要
で
す
。

②
所
得
証
明
書

・
平
成
15
年
１
月
１
日
に
新
地
町

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
前
住

・
故
目
黒
敏
夫
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
目
黒
ひ
で
子
さ
ん
（
小
川
）

よ
り
５
万
円

・
故
林
節
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

林
秀
一
さ
ん
（
上
真
弓
）
よ
り
10

万
円
／
故
寺
島
林
治
朗
さ
ん
の
ご

遺
志
と
し
て
寺
島
琢
彦
さ
ん
（
駒

ヶ
嶺
町
）
よ
り
10
万
円

◎場所は保健センター

※平日の修理は指定工事業者にお申し込みください。

所
地
で
の
平
成
14
年
分
所
得
証
明

書
を
添
付
。

・
平
成
16
年
１
月
１
日
に
新
地
町

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
前
住

所
地
で
の
平
成
15
年
分
所
得
証
明

書
を
添
付
。

・
平
成
15
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
は
、

所
得
証
明
書
は
添
付
不
要
。

③
別
居
監
護
申
立
書

請
求
者
が
監
護
し
て
い
る
支
給

要
件
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合

は
、
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
申
請
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】
額
改
定
請
求
書

【
添
付
書
類
】
別
居
監
護
申
立
書

請
求
者
が
監
護
し
て
い
る
支
給

要
件
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合

は
、
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
申
請
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
１
）

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
で

は
、
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て

「
少
年
の
主
張
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
町
内
に
住
む
小
・
中
・
高

校
生
が
、
日
ご
ろ
考
え
感
じ
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

７
月
24
日

午
前
９
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

小
・
中
・
高
校
生
に
よ

る
主
張

新
地
公
民
館
（

２
０
８
５
）

見
通
し
て
み
よ
う
―
」

・
午
前
　
町
内
の
文
化
財
巡
り

・
午
後
　
学
習
会

７
月
16
日

ま
で
に
、
町
史
跡

保
存
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
新
地

町
教
育
委
員
会
内
）
に
お
申
し
込

み
く
だ
い
。

教
育
委
員
会
（

４
４
７
７
）

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

《
航
空
学
生
》

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

《
一
般
曹
候
補
学
生
》

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
方

《
曹
候
補
士
・
２
等
陸
海
空
士
》

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

８
月
２
日

〜
９
月
８
日

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
原
町
募

集
事
務
所
（

４
７
１
２
）

・
寺
島
洵
一
さ
ん（
小
川
）よ
り
20

万
円
／
森
市
雄
さ
ん（
菅
谷
）よ
り

生
ふ
き
５
㎏
／
小
賀
坂
イ
ソ
子
さ

ん（
釣
師
）よ
り
タ
オ
ル
１
２
０

枚
／
斎
藤
ふ
み
子
さ
ん（
新
地
町
）

よ
り
清
拭
布
１
箱
／
大
堀
美
知
子

さ
ん（
岡
）荒
と
も
子
さ
ん（
今
神
）

よ
り
ト
マ
ト
７
箱
／
コ
ー
ル
し
お

さ
い
よ
り
バ
ナ
ナ
１
箱

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
36
回
72
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
12
人
／

レ
マ
ン
の

会
１
回
３
人
／

漁
協
女
性
部
１
回
３

人
／

町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
２

人
／

新
地
高
校
生
３
回
49
人
／

小
川
や

よ
い
会
１
回
13
人
／

あ
ぶ
く
ま
信
用
金

庫
１
回
８
人
／

高
澤
梨
乃
１
回

真
野
ダ
ム
に
親
し
む
運
営
委
員

会
、
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所
で
は

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
に
伴
い

次
の
日
程
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

７
月
24
日

・
25
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

真
野
ダ
ム
周
辺

貯
水
池
巡
視
体
験
、
ジ

ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

ポ
ニ
ー
牧
場
、
食
べ
物
広
場
な
ど
。

真
野
ダ
ム
管
理

事
務
所
（

１
０
６
５
）

７月16日 ～25日 までの10日間
１　飲酒運転、速度超過など悪質・危険
な運転と過労運転の追放

２　子供と高齢者の交通事故防止
３　シートベルトとチャイルドシートの着
用の徹底



◆

エネルギー 199ｷﾛｶﾛﾘー
（１０人分）

・豚ひき肉　360ｇ　・キャベツ 125ｇ　
・人参　40ｇ ・ニラ 20ｇ ・干し椎茸　45ｇ
・にんにく 15ｇ　・塩・こしょう 少々
・小麦粉　45ｇ　・ギョウザの皮　小判50枚
・サラダ油　適量　・水　30cc

①干し椎茸は戻しておき、みじん切りにする。に
んにくはすっておく。
②キャベツ、人参、ニラはみじん切りにする。
③①、②、豚ひき肉を混ぜ合わせ、つなぎに小麦
粉を加え、よくこねる。
④③の具を餃子の皮で包む。
⑤フライパンに油をひき、③を並べ、ふたをし
て、弱火で焼く。片面が焼けたら、裏返して
水を入れ、蒸し焼きにする。蒸し上がるまで、
ふたをする。

みなさん、こんにちは。
もう夏が来たなんて信じられませ
んね。約一年前、私が初めて新地
に来た時の事を毎日思い出してい
ます。田んぼの稲も伸び、夜はカエ
ルが合唱、そしてなんと言っても暑
い！この一年は私にとって興味深いもので、たくさん日本について
学びました。（でも、まだまだ勉強しなければなりませんね。）去年私
がここに来たときの事が思い出されます。全てのことに圧倒されまし
た。なぜなら、「はじめまして」と言うシンプルな言葉しか知らなか
ったのです。だから、買い物のような簡単な事でさえ私にとっては
とても難しい事だったのです。でも、まだ私の日本語は・・・。今は
食料品などを買うときはそんなに迷いません。去年はヒドイもので
した。今では、「納豆」や「梅干し」を知り好んで食べるようになりま
した。
先月、私はとても忙しかったのです。三回も東京に行きました。一
度目は、仕事で日本に来た叔父を訪ねて、次は母と、そして先週は何
人かの友達と富士山に登りに行き、それから私の仕事上の再契約の
為に行ってきました。私達は富士山の頂上まで登りたかったのです
が、五合目に着いたら『危ない、危ない』と言われたのです。天気は
本当に良かったのですが、本格的なハイキングシーズンまで二週間早
かったのです。だから頂上まで登ることはあきらめました。その代わ
り、２～３時間ぐらい歩き回りました。それから、午後は富士急ハイ
ランドに行きました。とても楽しかったです。特筆すべきは、“フジヤ
マ”と言うジェットコースターに乗った時の一番高いところから見た
景色でした。とても天気が良かったですしね。でも富士山に登ってる
ときは知りませんでした。今年か来年もう一度行ってみたいです。
夏休みに私は、友達や家族に会いに実家に帰ります。楽しみです。
長い間たくさんの人に会ってません。サンフランシスコやロサンジ
ェルスはもちろんの事、タホ湖（サクラメントから二時間ぐらい）
にキャンプやハイキングに友達と行きたいです。私が日本に帰って
くる頃には“セミ”が待っているんでしょうね。去年のちょうど今
頃は「うるさかった」ですもんね。
これが私の近況です。また来月、町の至るところで会いましょう!!

和訳：尚英中学校　古橋秀輝

（和訳編）

今年の釣師浜海水浴場の海開きは７月15日 です。（８月16日 まで）釣師の海水
浴場は遠浅の砂浜が続くきれいな海水浴場として人気が高く、家族連れを中心に県内
外から多くの海水浴客が訪れています。今年の夏は、新地の海でお楽しみください。

せっかくのきれいな砂浜でごみが落ちていたら、気分が悪いですよね。期間
中は、町でも毎日清掃しますが皆さまのちょっとした心がけできれいな海が保
たれます。ごみの持ち帰りにご協力ください。

役場企画振興課（ ２１１２）

9:00～15:00 ビーチサッカー
15:00～終 日 ふるさと産品・特産品販売
19:30～20:30 花火大会

9:00～ 9:45 オープニングセレモニー
9:00～15:30 ふるさと産品・特産品販売
9:00～14:00 ビーチバレーボール大会
9:45～10:45 漁船パレード
10:00～15:00 ビーチサッカー
11:00～　　 カラオケ大会
13:00～　　 大抽選会
15:00～15:30 ホッキ狩り

一口１万円から受け付けます。「結婚しました」「初孫が生まれた」「結婚10周年記念」など、いろいろ
な記念・思い出にあなたの花火をあげてみませんか。申し込まれた方は当日、会場放送でご紹介します。

・３号早打ち－４万円　・４号早打ち－５万円　・スターマイン、しゃく玉－10万円
７月28日 ※花火に限らず「遊海しんち」への協賛は、随時受け付けております。

役場企画振興課（ ２１１２）

８月１日 午前９時～午後２時
釣師浜海水浴場北

１チーム３名構成（中学生以上で、女性が１名以上参加の
こと。１チームの登録選手は、代表者を含めて４名まで。）

一般の部（18チーム）
飛び入りの部（８チーム）

【一般の部】所定の用紙にて７月23日 までに新地公民館に申
し込みください。

【飛び入りの部】当日午前９時から受け付けます。
新地公民館（ ２０８５）



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

（平成１６年５月２１日～平成１６年６月２０日届出）

（死亡者） （年齢） （地区）
目黒　敏子 90歳 中　島
荒川　修司 70歳 中　島
山口　久夫 85歳 藤　崎
草野　一雄 79歳 杉　目
寺島林治朗 90歳 駒ヶ嶺町
目黒　敏夫 61歳 小　川
荒　　正志 73歳 明　地

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）

莉　緒
り お

高野直樹・悦　子 今　神

愛　花
あ い か

小野典重・みゆき 釣　師

優　嬉
ゆ う き

寺島勝宏・三智子 藤　崎

心
こころ

小野智英・泰　子 今　神

脩
しゅう

管野史朗・裕　子 小　川

快
かい

管野史朗・裕　子 小　川




